
第三回定例会では、SDGｓの更なる推進と習
志野市の認知症対策についての一般質問を
行いました。
SDGｓについては、「SDGｓ戦略」の進捗状況
や、事業者と積極的に連携を図る「SDGｓ
パートナー制度」の導入、先頭に立つ職員に
対する研修の充実等を要望いたしました。

本レポートでは、認知症対策について詳しく
紹介いたします。

今こそ
若い力で
新しい習志野。
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習志野市には返済不要の習志野市育英資金と
貸し付けを行う入学準備金融資あっせん及び利
子補給制度というものがあります。
一定の要件を満たせば利用できる制度ですが、
「入学準備金融資あっせん及び利子補給制度」
については、もちろん返済が求められてきます。
私としては、経済格差によって学習意欲のある
子どもが進学を諦める等の教育格差につながっ
てはいけないと考え、習志野市としても要件を設
け、入学資金の給付制度を創設するように要望
し、実現する事が出来ました。

高齢者相談センター（地域包括支援センター）一覧

・習志野市育英資金
令和元年度 １９名
令和２年度 １６名
令和３年度 ２０名
・利子補給制度
令和元年度 ６名
令和２年度 ５名

給付額
全日制 第一子 20.000円
全日制 第二子以降 25.000円
通信制 10.000円

習志野市入学資金給付制度



認知症高齢者数の推移

認知症支援への提言 兵庫県明石市の取り組み

兵庫県明石市では、認知症検
査に

右の図にあるように、兵庫県明石市では先進的な取
り組みを多く行っております。
認知症の診断費用の全額無償化など、認知症への
早期発見、早期治療等に積極的に取り組んでおりま
す。
残念ながら、認知症を完全に治療することは現在の
医学では難しいですが、早期発見、治療により進行
を遅らせる事は十分に可能です。
人生１００年時代、そして今後益々高齢化社会が進
んでいく中で、「私は大丈夫」と思わずに積極的に認
知症に向き合っていく事、そのための環境整備の重
要性やe-sports等を活用した新たなコミュニケーショ
ンの場の創出、検査費用の助成等を市に要望。

国では、令和７年度に高齢者
の５人に1人が認知症になる
と推計されております。

国の推計方法をもとに
習志野市の認知症高齢者数
を算出

令和７年度→８，７３８人
令和２２年度→１３，１１８人
約５０００人の増加

認知症支援策の現状

習志野市では、認知症初期集中支援チームを
平成３０年度から本格稼働。
認知症サポーターの合計は１２，２８７人。
認知症サポート事業所は８５事業所が登録。

認知症の支援の輪は確実に広がっております。

しかしながら、コロナ禍によりオレンジテラスの開催見
合わせ等、地域活動にも大きな制限がかかっており、
人と人とのコミュニケーションの場が減少しており、コミ
ュニケーション不足により、認知症の方の数は今後増
加していくと見込まれております。


